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職場は 19名で、 50歳代以上 12名となっている.今後、熟練作業者が短期間で減少し
ていくなか、限られた人員を必要な時に必要な股備に配置しなければならい。そこで誰
でも理解しやすい安全作業標準書の作成、リスクの少ない般備作りをすることが重要と
考え、「家電製品の取扱説明書Jをヒントに作業練準書を作成した(あらゆる危険を想定
した税明、イラストを使った概要因や説明文、 5W1Hを用いた院明)。また、標準書に盛
り込めない個所は、 作業標準書補足資料として、作業標準書とリンクさせた。今回の活
動で、自般備を見直す良い機会となり、危険源はどんな作業の中にも潜んでいることを
再認搬することができた。
-重量物取扱い作章の軽労化
今までは重量約30kgの物を手で持ち上げ、試験機に取り付けていた.作業者の腰への
負担も大きく、手を滑らせれば落下の危険もある.そのため台車を製作し、スライドレ
ールを取り付けたりと理想の形に至るまで多くの改善を繰り返した.その結果として、
作業者の負担を軽減し、軽労化となり安全な作業ができるようになった.
まとめ
多くの企業が、災害が起こってから対策を考えるのではなく、災害が起こる前に危険要
因やリスクの抽出を行い、ゼロ災害を目標にしていた.また、危険個所や危険作業を減ら
すための工夫を行っていて、大変参考になった。各職場でも危険要因やリスクの抽出を行
い、今一度安全管理を見直す必要があるかないかの視点で、グループでの今後の安全衛生
管理活動を行っていきたい。
なお、この大会は来年富山で開催される予定である.
守日叫員てキ
今日を違憲E二λ.;JI
ハ
